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38年同教育という枠の中で、生き続けた人
同が、その枠をはずされると、ぼう然となる。

l そんなことではと、己にムチ打って生涯学習に
1 参加する。しかし、よく考えて昂ると、それは
I 提供された学習であり、自らの学習というには
ほど遠いものである。たとえ学習したとしても、
己の身になることは、不可能に近い。今まで以

1 上の努力が必要となるように思う。
:l ．私自砂学習躙紐ふり返って見ると、とて
：．I,；も、自ら学習する体蹴などありはしない。叱ら
..I、・・蹂唸、．．ふしかたなく••••••させられた••••••で

、．．；．｀そして、敦職卸駿では、結果的に見て、教授
．．する、教えてやったと患っている。つまり学習
：．の主体者になり自己満足していたにすぎない。
時々出逢う教え子たちから、「先生には勉強を
習った憶えがない。遊んだことや叱られたこと

1・しか残っていない。だから今日この程度の生活
l しかできないんです。」などといわれ、寒々と
1 したものを感じる。自分では、教えてやったと
息づていたのに、ひとり芝居にすぎなかったの
だろうか。
．9:学習指導案遥りに授業が展開され、流れにそ
って子どもたちが活躍している。終わりのテャ
イムと同時に、学習のまとめができる。
ｷ.::ｷ r大へん立派な授業でした。」
授業実践の当事者であったときもヽ参観者の立
；場だつたときも rあれで、本当によかつたのか、
！立派といえるのだろうか」という思いは続いて
i ••いた o
; ··一体そのクラスの幾人が、自らの学習とし、
i学ぶよろこびを感じているのだろうか。なるほ
iど、教師の意図通りに授粟が展目され、数人の
！蜃秀児が流れにそって教師に協力をしている。
！多くの子どもは、．何を考え何をしているのだろ
うか。教師の「わかりましたね」に対して、
rゎかりません」という子はいない。
時として、授業が鵜飼いの場になってくる。

元岡山県久蜘匹碍迦~I 
蓬郷和男

熟達した鵜匠によって、綱さばきよろしく鮎をi
とる鵜、鮎をとらない、とれない鵜はどうなる 1
のだろう。
一時同一時同の授業の中で、わからないヽ授：
業の流れにのることのできない子らは、どうな
るのだろうか。
くしくも、教職生活を絡えるまでの4年問に、：

オープンスベースを持つ学校に赴任し、個性化！
教育研究の思涸を知った。それまでは、鵜飼教！
育者で遥していた。多少の疑問点を持ちながら、 1
それをよしとしていた人問である。先進校を視！
察し、研究会に参加して、どの子らも、学習を！
よろこんでいる姿に接して、胸のつかえが取り
除かれた思いがしたのである。
とは申せ、 30数年間のしみついた教授してi

やる根性は箇単にぬけきれず、毎年加藤幸次先i
生に遠路をお越しいただぎ、ご指導を賜つた。 • 
どうにかよちょち歩きができるようになり、後
進に道をゆずる都市を向かえたのである。 ' 

今、・ふり返ってみると、子どもらに、学習を
自らのものにするためには、｀教師自身の意識改
革が第一歩であるとヤえる。いかに教師が、学
習者のレペルにまで降りることができるか、い
かに教師が黒衣を徹することができるか、＇とい
うことにある。そして、保護者にも、社会にも
啓蒙が必要である。
学校を去る前に、保護者から、

rこのシステムでの教育効果はいっ目に見えて
きますか。」

と、質問されたことがある。口から出まかせみ
たいに
「この学校で、子どもらが6 か年過ごせば、な
んとか姿が•••J
と、答えたが、現在はっきりと答えが出るよう
な気がするのである。
今の教育を受ければ、将来、生涯学習をする

とき、大いに役立つにちがいないと......。
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叩t.g公が実胞されました。その中から 1澤）社目が参加i.'たいくつかが1訊
し・度すっ'J: I_‘ でも・全 1．月（n•熱気が会西（））特様に 1云!1.h．ば ••K !.‘-c ·,r·., • 

千度県／＼f-代宵立萱団小学校

: 9 /.; 2.7 日（木）

台仕＼ 26 弓 d..) 彩忍尽 c 訳·,（こくの天気ぷこな・）て

しまったが、参加者'(J,.)熟気で台）乱がII欠き飛ばさ

lし、．．；磁じでし．：た．；・人．牧り）拓さ、そ，！し，も：全i tl各；也

か、シて、 3 時i:ill)）けて行った自分などまだまた'

.~r,.‘．方でした山
ゆとりあがl}I うい佼含 e チどもたちの'.9斧習を

刺激する数・々d.)工夫がなされていろ渇示物。公

匹）学校でもここまで出来るのかと、ひうくり
• :j·るやら．．うiししくなるやら。
・全校甜楽采合1J-)子ともたちからは、やらされ
ているとい這し‘•が淡Jl足も感じられず、一人一
・人からつくり出す荼びが惑じられ、思わず引き

込まれてしましヽました。
午後(J)全体会は、 1 年間のサパデイカルを終

・えてアメリカから婦国し·たばかりの上智大学(f)
加藤羊次先生、オープンスクールの女拒築を数多
く手掛けて釆られた H本大学の位澤祖先生、全
国各地のオープンスクールをまわって来られた
若手の神奈川大学の奈須正裕先生の3 人のバネ
ルディスカッションが行われました。 3人3様
の切り口で参加者は、引きつけられました。

（舘岡）

骨姦県］＼戸崩且翡南小学校

1 0 月 7 日（金）

八戸市白銀南小学校は、オープンスベースを
持った学校として7年前に者森県に奨生し、個
別学習に取り甜んできた。カーベット敷きのオ
ープンスベースは4 クラスの廊下側に 2 クラス
分あり、可西）\;.\澗仕切りを取り払って活用でき
る。
平成 6 年 1 0 月 7 日は、稔やかな秋日和に恵

1 まれた研究発表会日和だった。八戸市教育委員
1 会指苺研究委託校として、公間の 1 校時目は、
i 3年生以上の計葬領岐のはげみ学習、 2校時目

し--------·

は．玲•合浮？．1 として、・ 1 、 2 守牛：;t'・ヒ活料を·、
叫別＇予召として、 3 、 6 年生:.;.t到姓渡か1k: Ul，揺
社を .4 、 5 年生は麟，・ぷ＇qで？t·令料 I>:.. いず
!1も 3T ·1' で公開された，

私が 4 年1セを受け I寺・って~• I ,sことうあり．
「わたしたち:.J)和架．1，i」(f)学習を邸ヽしこ苫炉：：：

さぜて頂；‘．、 E··'. I＼戸市だ(.tでなく．i·！付Iざ． 1‘`.it 
地/iii)斜1-、・・学習だったが、子どょ、たち(:t訓べた
い弔項に．ういて、自分·；記の表現方法を用いて意
欲的に，祖区ていた。実は．昨年度、校i)、ititでti)
投業・（生活科、国品）を見せてもらったり）だが、

さらに充実した；深みのある学習が実践されて
いて、怒いた・。盤国な学習．材や学習即．名には、
圧倒された心特に、心に強く残ったことは、保
近者の方がポランティアとしてhi極的に参加さ
れていたことと、先生方のチームワーク·，})良さ

とそのエネルギーのすごいことだった。学校だ

けでなく、地呟ぐるみで子ともたちを百てよう
という姿勢力心しひしと伝わってきた研究発表
琴•そうた；． ：（石沢）．
- ｷ:>:ｷ ··:ゞ吃‘~ ｷ.-.'.O C •.,: ·.•• ••,"：で：西ざ，邸．；、．．．和

.、.·,- •. ;.. ·•.. :....,.,...... ••.••• 
...,_:,..．奪‘·,·..,.. 9.... 

蝙ー、、9•9J―-^:てジ竺9,. .,: ,• T• ~ -」. `—＝一—-マ·
庄•,.., .s ：：；・＝ざ芦デ：

•. i詈
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4年社会「わたしたちの舌森県」の学習

神奈］ 1|県車郡大巖訓立国府小学校

1 I 月 1 日（火） `. 
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ii1. i j:.. 1とよ：）． I．[1， .4’ ft. I.i li··i'’.i h• ;.l; ! li ;.f. tii ;t女，＇：
ほと！．・・.. ·:• • '!'~ ~='J::.;.; • t f1 ;t；やi・J I I ・．．じ·!l i h lt :; 
を始、'h. • ~ : !: I 」,.J.崎:4.. 9,t..I［とな：）．t \..．ヽ'-.

すープとての r • ·1・リ）餅究と•ふ··;、·ヽ：ら．りuni孔·,
ft i]は＇．．：．f.庄＾J n.'切．ド、学印~l-,i)t{;:: {,.:.k ら r
• T O) 、:t)｝） （こ、地tr](,J)ボそr : 9..；：イ・，＇とり） r ． T

、りヽi iわれ、t.- 1.,ヽ．る U.} i＇)ゞ•lli激て.,,. I> 

こり．、、日も 1 、 2 年中合1氷iの生活科「国 Il ヽ・祭：ヽt j 

では、 5'を広場に救かれたL.·一JL, <J) t:を r'· ど・ら
たちを訂丹た、ミニ．S l hi行さ交し、ました·.ご；．）1 
遅転をしたり）は．．fJ iヤ6）．ミ．ー一!:;しをi、't,i．辻し、．．＜
れた 1也t,.Kのポランテ•（アこ夫俣eL• た．

（；年生；“＇) !il澁f研究ぅ泊·表会J ―では． ぷ： ！••：・・グを叫
暁された元．敗員の方にポランティン．＇とし·”｛竺紘I
され授業がl迅開されました． n （舘1ぷ！）

＇｀縣粒膳小学校
! 1 月 8 l:l ．（火．）

平成6年J J月 8 日（火）快話。折 l.,• も柑誼
而．I；日技小学校叫佼庭では、研究発表全0) フィ
ナーレを飾るべく、 「お目当て」の金苫パンi;
クラアの症廂な涼奏が、多数の参設者(J)眼前で

.'展岡されていだ。·
函屁局を一理できぶ交合の 2店のベランダか

；ら、し店下有数といわれるその活澤・ドリ）し演技
を眺めながら、．「日枝小学校の教育の特色とは、
或は曰技小の実践0)氾主力とは、一言で言うとな
んだろうかJと考えてみた o·· ．心：．
今年の日枝小学校の発表会の目玉は「音楽」

である。そして昨年の発表会は r給食」が．メイ
ン・テーマとじて拇げであつた。じがし·、それ

；らはあくまでも発表会の．「罪板」であり、その
I 年度の研究の努力点なのであって、日技小の教
育の「特色」や実践の「魅力」を一言で表した
ものとは言い得ない。

周知のように、日技小学校は、昭和59年度
より本全個連の哀務局長である西浦勝義氏の指
志のもとに、 r生きて慟く力」を持つ子どもの
「生活のある学校」喩 「子どもが主役となる学
校」づくりを目指して、活勁学習、総合活動の
実践研究に取り絣んできた。 （その成果の一皓
は、同校著『問踵解決力を育む』 1993年にまと

められている）
そして、今年の発表会でも 1 、 ··.2年の活効学

習、 3 年生以上の総合活動の発表の切では、

•• ; : ~ -~ -. : ~.-!:. J・・）」 : 合没！i·!l 」 l・')＜起．:. l... ! な
＇・•:. ti t芝ヽ！ヽ；j· I・1.. 1 ·.’しり）i:fl,'窪iW決· {I9•{li j、J1，が、 5 :• 
•i: [J.I ・｝•;，さ Fi．．認こ卜r．さ心さと，＇氏は1 されて＇~..た五
だ・ン／.. : 6 
やはりビ枝小U)1t即．）特色（；［ ｀‘：これ． •••;d)! t I恕

祁決if‘.9iが1JN攻践である、どtiこえそうである。そ
'-(―:、そのよ‘.)な咀·と小の実践を魁jII.1りなが：：
としている叫、主役とな·っている子ともi砂
生さ生，ぎとし rこ姿であり、そ（りような学校づ·::

:) （｝ー）実現：ぶ5.1]を｛むしまない口枝小の細雌；；f 
ぶ；工;·. Ji.ギーなんだろ・、なと、月並みてばあ；i
i、•哨即）てさる芯こ蕗ちみ；いて．．なぜかほ？点
i.92c  i、·}磁｛．こ一j t.、・た（・1) だった．心 （池出) ., 

益器i r『立i皿：ltjl＼学校

l :2月 2 日（金）

第 2 6l．~ij．宕手県協力指導雑線研究大会が{ii：さ
れ！吋：lut小学校。過去に全団大会 2回。宕斗媒
，i、:会 5迎l}暉というまさ｛こ0:し＇天下にu.n り菩いた
伝洸ある実践校”です。 ノ
昭和 4() 年以来、学校経営に協力指；＃乱I裟工

取り人れ、学年協働経営と教．おl·担任制を中核と
した学習指導を硫けてきました。 ・

平成3年には、全而改築で多目的ス1ゞ ースを：
持った学校に生まれ変わり、ティームティーテ
ングを取り入れ、より子どもの個性に対応した
麟の殷間で、「学びとる．、力」の百成を図って
います。子どもの個性・能力を多数の教師によ
・？って多面的に見いだし、教師の特性・専門性を
生かした学年単位の指明を行い、学扱間の調和
とtilかれた学年・学級をめざしているだけあり
学年内のチームワークの良さは抜群です。何と
いっても、学級数プラス 1；・の学年メンパー栂威
は羨ましいかぎりです。
当日の公開授業では、 4年生は国語「体を守
る仕紐み」をコース選択学習 (2C3T) で辰＇
開し、また、 2年生の算数は、 「たし算とひき
算ー 2 」を 1C2Tで、マスタリー・ラーニン
グの手法をとっていました。豊苺な学習材に、
どの子も目が輝き、満面の笑みには学びとった
喜があふれていました？I・（西村）

埼玉県草加市立八幡小学校
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•一

12月 6 日（火）

埼玉とはいえ川を渡れば東京蔀。まず、その
近さに驚者、さらに研究への真剣な取り綴みに
またまた驚きという研究会でありました。

r自ら学ぶ力を育てる学校教育の創造」を主
題に、当日は 1 • 3年生のはげみ学習、 2•5
年生の総合学習、 4年生の2クラス3TTでの
算数の学習が展固されました。 ・
・はげみ学習では、発達段階に合わせて時岡を
有効に活用していく工夫がされていました。総
合学習では、児意の生活経臨をもとに課涸設定
をしたことから、どの児童も生き生きと学習に
取り緩んでいました。加配教師が入った TTで
援助にあたる算数の学習では、援助者の役割と
して、 r主から捌へ」または r捌から主へ」と
学習内容に応じた援助のエ夫がなされていまし
た。

児の興味•問心を考慮した学習を設定して
いくことが、主頚である r自ら学ぶ力」と大き
なつながりがあることを痛感させられた公関研
究会でありました。（安達）

匝| 1 2月 25日（日） ～26 日（月）にかけて
1 箱根湯本で宿泊研修会を行いました。男性 1 6 
：名、女性9名の計25名の参加で、夜逗くまで
1 熱心な討議が展開されました。高浦先生がご病
気で参加されなかったのがとても残念だという
声もありましたが、（今は、すっかりお元気に
なられました o) 有意義な研修会でした。 • 
今、事務局中心にプロジェクトを組んで研究

をしています。

| ②)画匡
I ② T-T 

.` 
らの成果を会員のみなさまに発表させて頂くこ
とになると患います。どうぞコ屑待ください。

錨9号08柵らせ
会誌9号は、プロジェクトでの内容、確認事

項の特築号です。 5月中に会員のみなさまに配
布ずぺく、三浦網築部長を中心に編集の真っ最
中です。

巻頭言は、前卯ノ里小学校校長の安藤惹先生
です。給文は、 r個性の捉え方」をテーマに浅
沼茂先生~鈴木正幸先生、成田幸夫先生、井田
麟紐、石痴夫先生ー中紐毛牲、加藤
幸次先生、高浦膳義先生などです。特集はプロ
ジェクトの僭性を予定しています。ご期待くだ
さい。

巻頭言染田谷謙相 r個性の伸長」•‘
• 2号テーマ rこんな授業を創っ·てみました」

巻頭言高木省三r活性化を図ろう」
• a 号テーマ rこんな授業を創ってみましたJ | 

巻頭言三原英雄 r個別化・僭性化教育
の推進に寄せて」

• 4号テーマ rこんな生活科を創ってみました」 1
巻頭言染田谷謙相 r個性を生かす教育Ji

• 5号テーマ「こんなコンビュータの活用を ! 
: ｷ,.. :.. 創ってみました」 . 

巻頭言前崎敏雄「期待される個性尊重•6号個田t教育ガイドプック の敦育」 1 
• 7号テーマ「こんな総合学習を·創ってみました」 I 

巻頭言永地正直「日本型オープン創造J
• 8号テーマ「こんな TT を創ってみました」

1 合言言旦□雰、り芸 幾ら悶ふ雰字芯芦製 I
追ください。

全国個性化教呻究疇会報第32号 1 
! l ＜叩努局への問い合わせ。追絡先＞
• 〒ll4·束京都北区赤羽南1-16-2-50~

03-3903-4780 庶務部長佐久問茂和
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